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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・清水泰雅様～2/26（金）青山荘退所後を検討する為、ケア会議実施予定。慶長SGM参加。

・第4回昇格試験について

日程：2/23(火)25(木)26(金)　　　場所：メンタルケア病棟3階会議室

時間：17:30～18:30　　　試験対象：中級及び上級試験受験資格者

・インフルエンザの予防と施設内の換気・湿度対策に努めていくこと。
＜利用者様情報＞

・藤村　翔　様～来所時の体温34.4℃であり、本人より普段よりも低いということで訴えあり、再検にて34.7℃。体調については寒気や風邪症状はないと話している。今後も様子観察し、本人より不調や普段と体調に変化があるという訴えがある際にはバイタルや体調を確認していく。
・山田　隆雄様～青風荘より情報提供がある。就床前薬を服用すると手足が痺れること、最後の変薬後から1年間痺れがあったとことを自ら話している。当医が変更になってから変薬が2回あり担退院前の薬に戻して欲しいことを訴えており、次回問診時に担当医へ相談するよう伝えていると情報提供がある。以前からデイナイトでは手の平を見たり指先を動かしたり等、手を気にする様子は見られているが、スタッフに手の痺れを訴えることはない。今後も様子観察していく。

・倉橋　生子様～昨日、わざとらしい咳していることやドアを勢いよく閉める様子があり、また、キッチンから作業室に行きながら叫んでいる。確認すると特定スタッフに対して｢いつも私の事を青風荘スタッフに話している。目付きが悪い｣と話しており傾聴する事で落ち着いている。帰荘後は問題なく経過しており、叫んだことに関して内省している発言があったと青風荘より情報提供がある。本日のデイナイトケアでは、スタッフを黙ってじっと見つめることはあるが、攻撃的な発言は聞かれず、他者トラブルなく過ごしている。今後も様子観察し、他者トラブルがないよう介入していく。
＜外来情報＞

・奥山以依子様～夜中トイレに行き、その後寝付けないと相談があり、薬剤調整を行う。ブロチゾラムとハルラック処方中止となり、フルニトラゼパムが追加となる。

カンファレンスシート（木村　美智子　様）　

実施日：H28年2月25日（木）13：00～13：30

担当チーム：慶長・川井・馬場

検討内容　目標と計画の検討

	氏名
	木村　美智子　様
	性別
	女
	年齢
	56
	生年月日
	S35.4.15

	主病名
	統合失調症
	合併症
	便秘症、低血圧症

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上

	本人希望
	誰にも迷惑掛けずに平凡に暮らしていきたい。お金の管理や家事等、自分で出来るか心配なので、練習に付き添って欲しい。人と馴染んで友達をつくることで、楽しく落ち着いた生活をおくりたい。

	家族希望
	安定した生活を送って欲しい

	入院歴
	計3回（最終：H27年6月24日～H28年2月17日）

	通所歴
	2回目

· 前回：H27.4.20～H27.6.5（週2回/月･木曜日）

· 今回：H28.2.22～現在　　（週1回/月曜日）

	その他サービス利用
	青山荘、青明舎

	住居：青山荘
	家族構成：兄、兄嫁

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	自立支援受給中

	備考：事例検討に必要な情報を記載




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	安定した病状で青山荘の生活を維持する。
	①幻聴に対し自分で対処できるようになる。
	①不安や緊張について、相談できるようになる。
	①不安や緊張を感じた際には、スタッフに相談する。スタッフは来所時に声を掛け不安や緊張の有無を確認。訴えが聞かれた際には、対処法を検討し、関係機関と情報共有しながら早期解消を図っていく。

	
	②身体機能を維持する。
	②運動プログラムに参加し、身体機能の維持を図る。
	②運動プログラムに自分から参加し、できる範囲での運動を行っていく。スタッフは運動プログラムへの参加を促し、参加状況を確認。出来ている点を評価しながら継続して参加できるよう関わっていく。

	
	③生きがいや楽しみを見つける。
	③興味がある活動に積極的に取り組めるようになる。
	③作業療法で好きな活動（裁縫）に取り組んでいき、楽しみながら過ごせるようになる。スタッフは本人が希望する作業を確認しながら出来ている点を評価し、作業時間中の活動を促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不安や緊張について、相談できるようになる。
	・前回利用時は退院後から幻聴が強くなる事があり。不安として、他者に見られていることや、青山荘での生活で出来てないことが多いと話していた。

・2/22デイケア正式利用開始。デイケアの環境について、「誰かに見られている気がする…」と訴えがあり、気になるときはスタッフに相談すること、個室を利用することを提案すると了承している。
	幻聴の原因は不安や緊張であることから、来所時に声掛けしていき、不安や緊張の有無や程度を確認し、不安や緊張があった際には話を傾聴し、対処法を考えていく。

	②運動プログラムに参加し、身体機能の維持を図る。
	・スタッフの促しにて参加。身体の動きは以前デイケア利用時よりも動きは良い。終了まで取り組むことが出来ている。
	運動することで便通の改善を図る。また、自己評価が低い為、出来ていることを評価する事で自信の獲得を図る。

	③興味がある活動に積極的に取り組めるようになる。
	・プログラムでは、スタッフと穏やかに会話しながら折り紙をしたり、縫い物を希望し取り組んでいる。縫い物は2時間集中して取り組まれた為、「疲れました」と笑顔で話している。今後の利用目的については、「特にはないですけど、縫い物などの手作業をしたいです」と希望している。
	興味がある活動を通して生活の中での楽しみを見つけていく。また、自己評価が低い為、出来ていることを評価する事で自信の獲得を図る。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	安定した病状で青山荘の生活を維持する。
	①幻聴に対し自分で対処できるようになる。
	①不安や緊張について、相談できるようになる。
	①不安や緊張を感じた際には、スタッフに相談する。スタッフは来所時に声を掛け不安や緊張の有無を確認。訴えが聞かれた際には、対処法を検討し、関係機関と情報共有しながら早期解消を図っていく。

	
	②身体機能を維持する。
	②運動プログラムに参加し、身体機能の維持を図る。
	②運動プログラムに自分から参加し、できる範囲での運動を行っていく。スタッフは運動プログラムへの参加を促し、参加状況を確認。出来ている点を評価しながら継続して参加できるよう関わっていく。

	
	③生きがいや楽しみを見つける。
	③興味がある活動に積極的に取り組めるようになる。
	③作業療法で好きな活動（裁縫）に取り組んでいき、楽しみながら過ごせるようになる。スタッフは本人が希望する作業を確認しながら出来ている点を評価し、作業時間中の活動を促していく。


